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イ
デ
イ
シ
ダ
ス
，の
，歷
史
學
就

第

五

練一

四
八

で
あ
る
。
そ
れ
が
全
體
で
、
惡
ょ
：み
も
善
の
方
が
無
限 

に
多
ぐ
'
な
し
就
げ
ら
れ
た
か
ら
然
&
適
當
な
名
が
與
へ 

ら
る
ベ
き
で
あ
る
。
，，即
ち

を
.

れ
は
：合
成
せ
る
首
唱
者 

c
o
m
p
o
s
i
t
e

 

protagonist 

で
‘あ 
0 ,
^
 
0 

而
し
て

鬼
が
大

膽12

進
みr

:

說
得
"
誘
惑
、
威
嚇
、：

服
制
等
の
人
.間
の 

知
れ
る
あ
ら
ゆ
え
技
術
を
以
つ
て
歷
史
を
作CV

ね
の
ャ 

あ
る
。
戰
及
び
階
級
银
鬪
を
起
ム
タ
。
做
に
依
つ
て 

レ
覆
さ
れ
、
.
k敗
に
依
つ
.て
蛾
®
さ

れ

、
；：
：征

服

に

族

‘

て 

從

さ

れ

、
，若

し

く

は

命

に

俄

：つ
て
摩
せ
ら
る 
>
ま 

で
自
a
改
新
を
行
ふ
の
で
'あ
つ
た
"
，

藤

史
で

あ

る

行

動

於

i

る
M

,
®
者

ご

し

て

マ

本

能 

的

な

群

集X

遍

藤

せ

：る
.

經
.

驗

家

、
豫

想

せ

る

政

.策

の

卓

見 

f

,

首

領

等

は

：彼

等

S
;
.
:

原

始
#

5

入

間

の

本

性.

以

外

じ' 

’

共
通
に
ブ
つ
の
時
色
を
有

^

^

て
居
た
。
さ
も
な
け
れ
ぱ 

そ
れ
は
眞
に
彼
等
の
人
間
性

.

そ

れ

自

身

で

：̂

つ

お

の

か 

t

.

何

れI
I

し
て
も
彼
等
は
；1

の
.

包
摘
的

g

類

の
.

も

の
. 

で
み

C
V

た
.

。
す
ベ
て
が

f

f

臉

者

で

あ

バ

つ

ぬ

す

べ

'‘て
は 大

膽
で
前
進
的
で
あ
’
つ
.
た
.
。.
彼
等
は
®

の
昔
に
誘
れ
、
 

爵
惑
，物
に
も
薄
れ
た
。
金
の
瓶Q

.

爲
め
に
掘C

N

た
レ
、
 

，紫
の
山
に
准
つ
た
ら
し
ね
。
彼
等
は「

歡
喜一!̂

邊
は
ん 

が
爲
め
に」

あ
る「

徵
し
き

J
e
r
s
a
l
e
m」

に
巡
.
®
せ
ん 

.ご
出
.掛
け
た
。
彼
等
は
航
海
し
た
、
聊
ゥ
た
、
掠
渡
レ 

4
^

"

復
織
し
た
。
彼
等
は
帝
國
を
飾
つ4::!̂

分
割
し
た 

レ
し
ね
。
絕
ぇ
ざ
る
.

苦
闘
を
以
り
て
社
會
跌
序
を
創
造 

し
，
而
し
て
醉
ベ
る
惡
魔
の
や
ぅ
に
是
を
破
#

し
た
。
 

彼
等
は
還
を
も
讀
み
"

.

原
子
を
も
分
割
し
た
。

:

故i
s
l

K

史
胃
臉
で
あ
る
。
.而
し
て
冒
臉
に
對
す
る 

促
進
が
服
史
の
原
因
で
あ
る
。
此
ガ
命
題
が
余
の
學
說
’

 

め一.

.

要
'
點
で
あ
る
。

.
.
-

要

す

る.

に
厳
密
に
科
學
的
で
あ
る
こ
と
は

W

臉
に
對
，
 

す
る

.

促
進
及
び

W

臉
に
動
す
る
一
反
動
の
衡
は
黎
ヵ
嫩 

少
の
歷
史
的
に
行
は
れ
る
樣
式
で
あ
る
。

一.

.余
の
知
り
得
る
限
ら
に
於
，い
て
正
し
く
而
し
て
要
約 

さ
れ
：る

j

つ
の
十
分
な
る
理
由
で
あ
る
。
賞
際
、と
し
て

の
生
&
た
具
體
的
な
藤
史
に
歸
る
手
近
な
方
法
で
あ 

る
0實
在
タ
し
て
歴
史
は
論
題{theme) V

物
，語(story) 

ご

で

あ

る

，。
，
.論
題
^
賞̂
在
で
あ
ら
、
物
語
は
吾
人
の
作 

れ

る

も

の

で

，あ‘る
，。

學

問

(sch.olarship)̂
——

德

性

の

國
家
機
能
の11

大
分
峻

奥
弁
.復
太
郞

I
:

视

——

は

吾

人

の

歷

史

0

物

語

を

；

g

賞

云

ふ

见

地

 

か

ら

是

正

U

、

而

し

て

驚

ズ

べ

さ

趣

富

ま

じ

め

ぬ

0

科

 

學

が

發

見

さ

れ

而

し

て

實

牡

を

明

示

し

た

0

知

識

に

依

 

づ

て

汚

さ

れ

中

"

理

解

に

依

つ

て

®

さ

れ

す

k

、

賞

®

 

は

Odysseus

,

及

び

C
o
l
u
m
b
u
s

に

於

い

て

存

狂

し

 

V
J

こ

ろ

の

？

^

の

で

あ

な

、

物

語

は

H
e
r
o
d
o
t
u
s

及

び

 

Froissart 

k於
い

て

蒋

し

た

：

ご
，.

こ

み

の

も

の

で

め

る

0 

賞

在

ピ

‘U

て

歴

史

は

「

冒

臉

J

で

あ

つ

，，

た

。
；而

し

て

又

腎

， 

臉

^

あ

ぇ

0

物

語

ご

し

て

R

史

は

「

大

ね

I

マ

シ

5
」

で
 

あ

つ

：た

し

、

現

在

.さ

ぅ

ャ

あ

b

、

又

時

間

-の

終

る

ま

で

 

^

う

で

あ

ら

ラ

C
*

完

.

.

.

.

.

.

.

.

祐
サ
ぜ•を

，(

七
四
！

m

m

\ 

歐
洲
諸
國
に
於
け
る
中
世
的
社
會
組
織
が
廣
壤
し
て 

靈
界
の
最
高
權
威
な
る
難
馬
法
王
す
俗
界
の
最
高
權
威 

、
ノ 

^
る
神
聖
羅
皇
帝
ど
に
依
て
代
表
せ
ら
れ
し
加
特
カ 

敎
會
ご
封
建
制
度
ど
が
漸
次
其
の
勢
力
を
失
墜
し
ウ\ 

あ
る
ご
典
に
中
世
社
愈
のHorizont:aI division

は
新 

I

し

さnationality

の
勃
脚
を
中
心
，、し
す‘るverticaldi, 

‘ 

<

f
を
以
て
區
劃
せ
ら
れ
ね
る
新
社
會e
代
る
k
至 

1
:

れ
ハ
。
ベ
：

斯
の
如
く
近
代
的
國
家
の
發
建
ビ
共
にM

e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
m

 

:

0

經
濟
思
想
並
び
に
之
れ
：に
適
應
せ
る
經
濟
政
策
は
優 

秀
な
る
，政
沿
的
t

t

會
的
地
位
を
占
仏
る
k

及
ベ
り
。
即 

マ

『

此
時
代
を
通
じ
て
著
し
く
富
強
の
稲
度
を
培
加
し
來

闕
1

能
の！ j

大
分
岐
■ 

0
.
^
0 

i

四
九
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学

慕

(

七
，§

)

錄

.
-鶴
衆
f
 
'の
ニ
大
分
岐

な
力
る
中
央
俗
界
の

®

力
は
新
興
商

H

業
の
要
素
を
把 

撮
し
而
し
て
其
獎
勵

&

激
す
る！

般
的
熟
心
を
滿
足
せ 

へ
し
む

'

る
ザ
典

R

之
を
，政
治
的
目
的
じ
供
用
し
®
事
的
成 

功
に
必
須
な
‘

る

財

源

を

供

：給

せ

：

^

自
已
の
織
大

W

光 

跡
と
に
資
せ
し
め
ん
事
を
勘
甘

t

』

か
ぐ

-

て
.

F

國 

經

濟

政

策

を

遂

行

し

有

ゆ

る

國

家

的

：政

治

權

力

を

.傾

注 

し

て

全

侧

民

の

现

在

：及

び

將

來

，に

於

け

る

.經

濟

的

利

盤 

を
擴
張
せ
ん
ビ
努
め

<
5
^

 

b

,

。』

即『

ア
I

 

.ン
チ

！

，
ル 

シ
ス
：

.

タ
ム

-

の
目
的
マ
し
す
る
所
は
中
‘

來

生

權
k

由
ヴ
て
，
 

行
は
れ
た
る
獎
勵
若
く
は
制

K

に
曲

-

o

私
的
及
び
部
分 

的

利

益

：み

し

て

國

民

§

变

及

が

獨

立

を

助

成

？
き

；： 

共
间
め
利
益
とT

政
-
せ
-

^

む
可
&

組
織
，的
，

H

商
國
の
：創
，
 

ま
に
在
；

^

6

1

§

檢
敎
接
經
濟
學
史
，研

，

「

.
マI

力
ン

チ

义
ズ
ム
槪
論」

)
；

ツ
：

：

然
れ
共

C
o

l
b

e
r

t

め
旣
に
觀
察
し
>

x

は

S
f

 

p
e
t
t
y
.

 

S
i
r

 

D
u

d
l

e
y

 

.
N

o
r

t
h

の
認
め
.た
る
が
如
く 

r

建 

鎭

出

來

せ

る

以

上

は

其

足

揚

は

収

除

か

る

可

.¥

も
の

第

五

號
，！

冗
0

，に
し
て

」

兹
k

再
び
：經

液

生

活

の

新

し

き

‘變
化
に
對
し 

て
新
し
：
‘さ
政
策
の
必
要
を
見
る
に
至
れ
ク
。p

e
t
t
y
,

:

5

^

f
 h

の
理
論
は
を
れ
ょ
シ
も！

世
紀
後
に
於
てK

ダ 

ム
ス
ミ
ス
R
.

依
て
完
成
せ
ら
れ
力
るN

a
t
u
r
a
l

 

l
i
b
e
r
t
y

 

説
の
始
原
と
な
れ
る
も
の
な
A

。

.

鼓
に
經
濟
生
活
の
國
家
的
政
策
に
對
し
てL

a
i
s
s
e
z

 

l
a
i
r
e
,

 

E
s

s
e

z

 

p
a

s
s

e
r

の
，思
想
盛
大v

し
な
.

o
Z

ア
グ
ム
ス

ミ
ス
の
大
薪『

國
富
論」

の
現
れ
れ
る
，：j

七
七
六
ハ
キ
は
北 

:

翦
米
利
加
'
植
民
地
の
^

獨
立
の
貧
言
ビ
共
に
近
代
社 

會
生
洁
に
革
命
を
齋
し
た
る，一

大
發
明
ご
を
以
て
そ
の 

，大
な
る
：光
榮
.
を
M

史
に
誇
る
可
一
き
年
な
り
、
即
ジ
エ
I
 

.ム
ス
、
ヌ
ッ
ト
は
此
の
年
に
於
て
彼
の
.
發
明
R

な
る
泰
： 

汽
機
開
を
完
成
せ
り
り
是
は
*
て
廣
業
革
ホ
ご
し
て
知 

ら
る
、
經
濟
生
活
並
び
に
社
會
生
活
の
全
般
に
一
大
變 

革
を
及
せ
る
も
の
な
-CV

き
。

‘
.

然
る
に
，自
由
放
任
の
思
想
ビ
遗
業
落
命
ビ
は
人
類
が 

寧
て
經
驗
し
た
る
事
な
き
新
し
き
問
題
を
蕭
起
す
る
に

至
れ
レ
.。
，此
の
：時

期

際

じ

て

：

『

欺

治

家

改

信

主
 

敕
®

^
何
れ
も
賴
る
可
き
前
例
評
ふ
る.可
き
目
標
を
#
ぺ
 

せ
ポ
ァ
數4-

年

聞

♦
は
興
企
&

善
藤
★
問
は 

一：何
れ
も
無
知
の
間
に
暗*

3-

模
索
せ
し
事
：ょ
み
し
て
；
：
 

,

f ©f
1

時
代
を
遂
せ
ヶ
。
先
づ
雜
驗

：

の
求
め
も
る
をI

, 

必
盤.

0
^

し
に
、
そ
は
此
の
際
人
類K
對
ず
る
多
爽
な 

,

る
苦
瓶
ビ
損
害
ピ
更
に
死
の
犧
牲
め
後
に
求
め
ら
れ
力

：

. 

,r̂
:?

不
#
に
も
最
も
惱
め
る
苦
惱
者
は®
り

き

小

猪
，
，

I

 

.'並
び
に
女
子
な
b
.
&。バ
狗
じ
4
は
産
業
史
に
於
け
る
最:
,
 

む
暗
黑
な
.タ
：章
を
維
.る
も
の
な
ら
'。』

CA..

.
 W

,

 

Kirk! \ 

aldd Eaonomics 

ルnci 

のyndicalisin. 

i

の14* 

p. 

32) 

^

.

.近
代
脑
會
運
動
の
：

1

ざ
し
て
社
會
主
義
は
こ
の
間
に
：

I. 

生
れ
力
：み
，

0
し
て
を
は
侧
等
か
の
形
式
の
すR
何
れ
；〜

も
菜
主
翁
的
敝
會
に
於
け
る
：«

ル
の
：&

由

放

任

に

對

：：

す
る
.制
限
を
意
味
す
.る
み
.の
に
し
て
或
は
M
の
名
R
於 

て
人
道
の
：名
に
於
て
或
ゆ
人
類

M

化
の
名
の
下
に
主
張 

せ
ら
れ
た
り
。.
か
ズ
ヤ
寧
.て
自

'
由

放

任

の

學

說

じ

ょ

つ

，
，-

第

十

五

卷(

七S
D
H

 

). 

0 

0

國
廣
機
能
の
：二
あ
分
歧

て
そ
の
職
分
の
大
部
分
を
奪
は
れ
た
る
國
家
は
社
會
民 

.银

.の
，

於
て
再
び
國
家
本
然
の
職
能
加
へ
て
更
に 

多
：̂
の
紙
會
的
經
濟
的
職
分
を
授
け
ら
•る
る
に
至
れ 

ね
。
：勿I
I
}

方

に

於

，
て

成

1

部
階
®
の
機
關
ビ
し
て
國 

家
ほ
猛
烈
な
る
徘
斥
を
被
：
b
た
れ
共
し
か
も
紙
會
生
活 

の

盡

關

聯

ず

る

事

に

就

て

は

®
會
全
體
を
代
表
す 

:

る
：

collective .

の
組
織
を
必
要
ご
す
る
は
之
れ
を
否
定 

，す
可
か
ら
す
。

all'

田
學
會
雜
誌
第
抢
四
卷'二
月
號
加
f
f
l 

，忠

臣

氏

「

ギA

ド
社
會
主
義
：の
國
家
觀

」

第
五
.節
參
照)

.
 

.

.み
！̂
は
將m

の
國
家
職
能
が
如
何
に
變
化
し
如
何
に 

制
限
甘
ら
'を
可
き
や
を
說
く
に
非
す
し
て
寧
ろ
國
家
が 

蒋
度
：凡
て
の
脑
會
生
活
於
て
重
大
な
る
役
割
を
務
め 

ん
？
ず
る
.事
並
に
，其
が
過
去
に
於
て
マI
カ
ン
チ
タ
ズ 

ル
マ
レ
し
て
..知
.ら
る
る

.所
ビ
.大
な
か
相
違
あ
る
.事
に
典
味
.

懷

き

4
/

れ
.等
の
相
®
が
國
家
職
能
の
如
何
な
る
方 

面
f
c

働
く
や
を
ク.

H

ッ
プ
先
襄
の
新
著
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：
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雜

0

國
家
機
能
の
二
大
：分
岐
.

银
五
號

1

五
ニ

の1

部
に
依
て
研
究
せ
んざ
試
み
：る
な
り
。

‘ 

，

ニ

ー

ン

.

.
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 Kirkaldy.

は
，マ
I
カ
ン
チ
ジ
ズ
ム >;

就 

&
て
述
せ
れ
際
に
次
の
如
く
云
へ
，
6
。
即

I 

『
> 

!
カ
ン
チ
て
シ
ス'K.
ム
と
國
家
®
會
主
義
ご
の 

、
間

に

ほ

纖

分

の

類

似

點

蒋

す

共

に

，
産

業

的

M

的
基
礎
：，
 

の
上
に
組
織
せ
ら
れ
お
る
國
家
を
共‘通
の
'理
想W

レ
て 

有
す
。
彼
等
が
相
異
な
れ
る
は
彼
等
の
後
終
の
目
的
ビ.
 

す
る
所
は
於
て
な
义
蓋
：ア
レ
力
，
.ン
チ= ；：;

ス
ト
が
國
民
'- 

.的
自
給
の
爲
め
に
努
力
サ
ダ
ぶ
：鄙
し
て♦
家
社
會
生
：f
 

者
め
目
的
は
凡
て
の
生
産
機M
及
び
要
素
わ
，®
有
に
ょ 

ジ
て
社<|e

に
生
れ
出
で
力
る
凡
て
の
小
兒
に
 

>，生
活
に. 

於
け
る
等
の
機
會
を
有
せ
し
め
ん
：
.ど
す
る
一
に
：
あ
.

CS』
. 

(ĵ
irkaldy

前

揭

書

ニ

六S 
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•
レ

.
、

.• 
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A
'
;
.
: 

，り.
‘

劇

家

愈

主

義

を

以

；̂
.

近

代

的

傾

向

の

全

部

と

宗 

は
.

ポ
當
な
力
ご
雖
も
恐
ら
乂
は
が
；'

、
さ

傾

向

！
^

®

れ
 

は

生

：，
薪

機

闕

：

.

の

，
個.

.人

的

私

有

を
.

離

れ.

，て.

が
.

社

會

化

，的

.、 傅
向
は1

般
的
趨
向
ビ
認
む
る
を
得
可
き
か
。W

e
b

b

 

を
以
て
言
は
し
む
れ
ぱ'

‘；『

凡
て
の
國
良
は
顯
然
ご
彼
等
の
社
會
的
經
濟
的
組 

織
と
し
て
資
本
主
義
的
組
織
を
拒
否
せ
り
。
ィ
ン
ダ
ス 

-

ト
タ
ア
リ
ズ
ム
の
態
步
甘
る
國

k

於
け
る
國
民
の
大
部

. 

分
は
盤
々
此
資
本
主
義
§
&
織
を
以
て
永
遠
な
る
制
度 

な

ね

ざ

認

む

る

を

担

，み

つ

、

あ

&

。
諸
々
の
思
想
的
統

' 

派
®

會
盡
者
の
中
に
も
彼
等
が
社
愈

S

ど
認
む
，

.

.る
所
の
經
濟
的
社
會
的
政
治
的
改
造
の
目
的
k

關
し
て 

は
.
何
‘

等
.
意

見

め

相

逮

あ

る

な

し

。
資

本

主

義

的

組

織

，の 

下
に
於t

は
産
業
の
管
理
支
配
は
社
愈
の
比
較
的
少
數 

の
部
分
即
生
激
機
鍋
の
私
有
者
の
手
に
香
，ね
ら
れ
わ
'
 

h
v

。
，，：：
‘

：
-
.
社
會
主
義
者
がE

的
.

y
;

す
る
所
は
民
衆
の
.

.

ょ
.

ウm
i

s
活
ず
：る
凡

.

て
め

.

卷
業
及
び
動
勞

i
s
i

於
て
、
斯 

き
置
家
の
獨
裁
制
度
に
對
し

.

て
民
衆
の
爲
に
彼

' 

身

ほ

依

で

行

は
：
$

 s
r

H
J

辦

の

，支

：配
：を

代

置

せ

ん

と

：
 

す
‘
る

を

な

1
0
,
0
:

 

‘

斯
の
如
§
.

方
法
：，^

於
て
め
み
民
衆
0
.

全
.
體
が
彼
等
自
身
の
f
t

事
の
管
理
に
，正
し
-
^

關

與

し

得

或
‘
は
"「

社

會

牧

及

'ぴ
經
濟
的
改
造
の
基
繊
ビ
し
て
認
め

る

の

道

、
：
，
並

び

k
彼

等

の

名

に

，
於

て

爲

さ

る

、
所

に

.對 

し
て
有
效
ド
同
意
し
ぅ
る
の
民
衆
的
意
識
の
賞
：現
を
得.
 

べ

し

。
，
：
斯

の

如

く

産

業

上
：：̂:

デ

w
>
:ラ
シ
1
.
^
適

用

す
 

る
事
は
：其
れ
自
#1

個
の
秀
れ
ね
る
敎
養
的
力
，ご
し
て 

M

有
の
f
f
l値
を
布
す
れ
共
社
會
主
義
者
の
服‘に
於
て
は
I 

:I:

個

の

目

的

；
！
對̂
す
る
手
段
に
‘過
ぎ

ず

即

社

會

の
：
^
'
.
: 

て
め
.人
じ
對
し
て
與
へ
得
可
最
大
量
の
個
人
的
自'由
.. 

.を
確
保
せ
ん
が
爲
に
；

S

會
の
全
員
の
間
に
國
民
の
生
産 

物
を
更
k
公
正
じ
分
配
甘
ん
ざ
す
る
目
的
に
對
す
：る
も 

の

な

リ

？

兹

，
に

於

て

»
會
主
義
0
目
的
は
産
業
に
デ
モ 

ク」tv

シ
、

を
適
用
せ
ん
マ
し
，
す

る

..事

.

VJ

こ
.

の
.-

ソ
.
.

シ
ア
ル
，
广-. 

ダf

.ク
ラ
；V
Iに
依
て
生
活
e
自
由
マJ

幸
福
の
追
求
に
，
 

於
て
齋
大
の
平
等
を
求
む
る0
風
則
を
採
用
す
：る
め
事
，
 

01:1

者
ご
な
る
な
り
o
k前
揭
書
緒
論
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一: 

一
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頁
ム
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即
ク

H

ッ
プ
が
其
誉
の
序
言
$

H

に
於
て
述
べ
わ
る： 

て
ま
業
#

び
に
，動
務
の
.『

社
會
化」

、「

社
會
主
義
的
管
理」

ら
れ
れ
る
紙
會
主
義
の
.
原
則」

ほ
何
れ
も
畢
覚
如
上
の 

目
的
に
從
は
ん
"

す
る
も
の
な
'*

="。

然
れ
典
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H
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C
o

l
e

の
明
か
に
認
め
、た
る
が 

如
く
社
會
を
構
成
す
る
個
人
は
如
何
な
る
形
態
の
圓
體 

を
.
以
て
.
す
る
も
其J

づ
を
以
て
は
完
全
に
代
表
せ
ら
る 

く
.
を
.
得
す
.(

1
1

S

學
會
雜
誌
第
®

卷
第
三
月
號
加
田 

忠

「

ギ
ゲ
ド
社
會
主
義
の
國
家
觀」
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s
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於
て
は
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ズ
も
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モ
ク
ラ
シ
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の
性
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就
で
.：
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f

 

i

會
の
民
衆
的
組
織
は
各
人
を
：た
U
.

人
ビ
し
て
‘
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代
表
せ
し
む
る
に
非
す
し
て
ま
會
に
於
け
：る
彼
の
生
活 

の
主
な
：
る
地
位
，に

於

け
る
人
の
代
表
を
，認
む
み
を
意
味 

す
..る.
.も'の

考

へ
ら
る>*.

に
.
至
れ
..ね’
。
"即
'生
、想
穿
.
ご
し
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W

 

'

或
は
消
費
者
：ミ
し
て
、
又

は

自

己

の

®

す
る
民
族
一 

或
は
.社
會
の
存
續
及
び
獨
立
に
：就
：て
或
は
彼
の
欲
す
る 

:

文
化
の
.性
質
就
て
關
係
あ
る

r

國
民
ビ
し
て
"

或
は
，
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-'
更
に
知
識
の
傑
梵
者
ご
し
て
、
，
又
从
宗
敎
的
信
仰
者
ビ 

し
す
、

\

の
各
個 
'の
人
'
ビ
し
’
て
代
表
を
.
，
も
X

も

の
♦

 

，か』
<

 
夕
チ
ッ
プ
。
緒
® 

き

こ 

> に
コ
！
ル 

め
.

S
o
c
i
a
l

 

T
h

e
o

r
y

よ
り
數
句
を
.引

用

し

：て

糊

®

t

せ
’ 

.
C
V
:

 

r
:

:

:

代

表

せ

ら

る

サ

き

：
.
^
め

ほ

單

に

入

或

ぱ

個
 

，.
人

に

，非

す

し

，
て

常

に

個

人

め

®

體

共

通

な

る

，

j

定
の 

.目

的

な

ら

1

を

。

デ

モ

ク

.
ラ

グ

ー
は
グ
キ.ク
ト
タ
ア
..朝

の 

d
e
m
c
^
i

 :

め

恩

考

せ

る

が

如

さ

唯
I ,

の
而
も
不
可
分 

な
：：

を
‘
牲
質
を
有
す
る
も
の
k

非
す
L

す

：
.-

『

激
し
菩
人
が
、そ
の
獲
取

R

必
要
な
努
力
並
び

k

'

犧

，
 

‘

性
ビ
相
對
し
て
、.

财

並

び

に

勸

勞

に

，
於

て

生

産

物

め

最
 

★

純

額

を

求

め

ん

ず

る
 

>じ
共
に
，
聚
命
せ
：る

.

谢
人
の 

.

全
激
に
對
し
て
與
へ

.

得
も
る〜

.

の
，最

大

量

め

個

人

的

白 

由

を

確

保

せ

ん

V
J
,

す

る

時

、
，成

は

叉

更

に

.現

在

ゆ

國

民 

に
對
す
る
と
等
し
ぐ
將
來
の
敏
震
劉
し
で
企
圖
ず
を： 

所
あ
る
時
は
、
紙
會
め
民
主
的
組

.

®

‘は
單
に
入

.

間
ピ
し 

,

て
の
人
間
‘

ご
.

，.

，

.
S

ふ
事

.

.を
の
み
を
の
基
礎

y
j

 

'
.
.セ
す
可

.

さ
ほ

.

!

五
四

非
ら
や
し
て
少
な
く
ビ
も一

ニ
個
成
は
吾
人
の
ザ
ふ

る

所
 

>
2
^

ょ
^
^
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ぱ
吗
個
の
別
輔
の
：旦

特

殊
的
基
礎
即
特
殊
の
货 

'
物
.
又
は
'
動
勞
0

生
産
者
ご
し

て

、

全
般
の
货
物
义
ユ
觸 

勞
0

消
費
者
ご
し
て
、

1
1

個
の
方
面
に
於
け
る
國
民
ビ 

.
，し

て

：
即

、

.I

方
に
狹
て
はS

防
ご
內
部
の
跌
序
I

內 

:

外
ょ
り
0

俊
''害
に
對
す
る
保
護
!

に

.關

す

る

方

面

ビ
 

他
於
て
は
社
會
全
員
の
個
人
的
幸
福(

朱
成
年
者 

ぃ
换
病
虛
弱
者
老
廢
者
を
も
含
み
て)

に
於
て
表
ぱ
さ
る 

.
 

>

彼
の
欲
ず
る
型
の
文
化
を
進
®
せ
し
む
事
ビ
現
任
の 

:

物

質

的

並

に

非

物

質

的

利

益

ヒ

相

對

し

て

ぽ

来

に

，於
け 

I:

る
此
等
の利

.
#

R

颇
.
係
せ
る
國
民
ビ
し
て
の
各
人
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..以
上
四
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の

基

礎
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可
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す
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そ
の
書
ほ 

示

す

，
所

じ

於

て

は

彼

の

計

晝
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理

想

國

に

對

ず
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典
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成
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:

綱
値
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す
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非
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る
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會
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會
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'
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建
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W
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ほ
附
せ
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を
す
♦
に
业
よ
る
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o
f

 

c
o
n
s
u
m
e
r
s
,
:

 

D
e

m
o

c
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r
a
c
i
e

 
w ;

o
i

 

P
r
o
c
i
u
c
e
r
s
.

 

a
p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

.
D
e
m
o
c
r
a
c
y

 

ビ

せ
o

‘

此
編
に
於
て
吾
人
に

'

霞
接
關
係
あ
る
は
第
三
章
政
治
的
：
 

:
:

民
主
主
義
に

b

て

そ

；は

蓋

現

在

の

敬

沿

機

關

の

組

織

及

： 

'

び
職
能
に
‘

謝
す
る
ク

H

ッ
ダ
の
批
判
は
鯽
て
彼
の
所
謂

'

す

も
0
な

れ

：
ぱ

也。
‘
 

：

V

 :

.'
 

.

.
• 

H
 

 ̂

•

サ
.
チ
>

♦
フ
の
觀
察
す
え
所
：！̂

よ

れ

ぱ

瑰

在

の

英

言

利 

:
:
の
議
會
敕
治
位.

M

民

多

数

の

假

面

の

下

に

行

は

る

、
.

一 

，
人
R

i

名
の
少
數
者
0

獨
裁
政
治
に
過
ぎ
t

其
は 

政
府
0

職
能
雄
び
に
®

家

の
機
力
が
箸
く
撒
底
的
ま
な 

b

茶
の
厳
圓
を
增
大
.
し
.來

る

ビ

共

に

此

等

は

何

れ

も

.纖 

:

會
皮
び
譲
會
に
よ
^

ジ
て
厥
立
せ
ら
可
き
行
政
部
の
.羊： 

，に
集
中
'
せ
ら
れ
ね
力
'

v
.
>

雖
：も
譲
會
の
組
織
機
闕
の
不
完 

，全
；
^

之
れ
：じ

よ

a

て
.
處
：
S

せ
ら
を
ぎ
問
題
の
夥
多
複 

雜
ク
V
は
譲
會
を
じ
て
も
の
糟
力
を
蓮
用
す
る
能
は
ざ
ら 

しI

め
爲
じ
權
力
は
事
質
的
内
閲
及
び
を
0

下
に
構
成 

.
せ
ら
れ
た
る
驚
く
可
さ
行
攻
組
織o

f
S
c
I
a
i

 

h
i
e
r
a
r
c
h
y

 

の
手
に
委
ね
'•レ
る
.

る
に
至
れ
り
。
•而
も
斯
の
如
さ
獨
裁 

-

制

度

は

僅

か

，に
：

1

.方
民
心
の
爆
發
に
動
す
る
不
斷
の
警 

戒
ピ
他
ガ
竊
か
じ
有
力
な
る
資
本
家
又
は
他
の
利
織
圓

第
十
ポ
翁

(

七
四
七)
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i

能
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i

大
分
映
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號
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.
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^
/
y
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l
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ま
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-
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-
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i
,
,
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»
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.

.

.
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r 
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- 

,
i
»
'
^
l 

J

-
I
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w
r
l
m
l

5
-
-
-
l
r
;

じ
；mlllls-ll I 

ニ 

=
- 

■
■

-
-
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-
g
^
- 

c
-
^
f
e
s
s
r
i
f
e
&

6
g

i

第
十
五
铅

(

.

七
四
八)

，綠
‘

國
霞
能
の
笑
分
岐
、
 

§

號

5

 
,
,
、

. 

體
の
鼻
息
を
窺
ふ
事
に
4

.

て
榮
制
せ
ら
る〜

の
み
。

' 

▲

せ
ら
れ
た
る
個
人
企
業
，の
問
題
に
し
て
國
家
は
之
れ 

O
M

ッ
グ
，、
前
»

、
七
ニ
1

照)

：い

，.，

に
：ま
し
て
何
等
關
係
を
有
せ
-
f

も
の
な
i

思
考
せ
. 

:

兹
に
クH

ッ
プ
は
政
治
組
織
め
箸
し
&

肥
大

h
y

p
e

r
t

-

ら
，れ
f

國
家
の
政
治
的
機
關
は
唯
奮
來
の
或
は
吾 

r
o

p
h

y

に
就
き
說
け
り
日
く 

，
 

人
を
以
て
云
は
し
む
れ
ぱ
第
一
義
的
政
治
的
職
能
を
委
' 

.『
1
.

百

報

前

の

國

家

政

府

は

殆

ど

純

，然

.ご
國
防
外
ま
：

I

ね
ら
れ
た
る
，じ
止
ま
れ
\

』
(

前
揭
誉
七
三
S

 

教
序
の
維
持
並
び
に
司
法
及
ぴ
此
等
，の
職
務
の
.
，必
，要

ご
™ 

.
:然
る
に
近
代
じ
於
て
は
此
等
の
第
.

一
義
.
的

政

治

的

職
 

ず
る
課
税
等
を
專
掌
せ
&
:
、
：陸
海&
の
，建
設
又
は
郵
便\

:

能
：が

其

離

園

に

於

て

S

し
ズ
膨
服
せ
る
の
み
な
ら
す
股

敷

の

新

し

き

義

務

は

政

沿

機

關

の

上

に

投

げ

與

.
へ
ら
れ

事
務
に
於
で
も
甚
し
く
微
♦

.

た
る
も
の
.
じ
し
て

c
i
v
i
r

 

s
i

c
e

 

R

至
て
は
殆
ご
存
在
す
る
事
な
.

^

.

き̂
。バ
將 

來
の
社
會
の
利
益
を
灌
坡
し
或
は
之
を
考
慮
し
て
維
播 

し

或

は

國

，民

：の

欲

す

る

型

0

文
、明

の

伸

張

に

つ

い

V
f

の 

意

識

的#

察
が
#

せ

ざ

：々

レ
は
：吾
人

0

公
在
に
斷
ー
言
.
す 

*
<
^を
得
可
む
ー
タ
史
に
同
時
代
の
國

2

^

の
欲
求
.

^

滿
足
.せ 

し
む
る
；が®

め
に
如
何
に
國
家
の
自
然
.的
資
源
を
：利
用
：，
 

又
'
は
.

®

大
の
：利
益
の
爲
に
如
何
逾
業
.
動

勞

を

，組

， 

織

す
可&

や

：に
對
ず
る
最
善
の
眞
面
目
な
：

る
#

察

す

ら

、 

f

缺

き

是

等

の

仕

事

胸

の

獲

得

愁

に

.
よC

V

ヤ

刺

、
、 '

た
り
.

。
即
是
等
新
し
き
職
分
は
大
規
模
の
公
衆
衛
生
»

 

業
.、-
疾
病
虛
®

者
嬰2^

老
衰
者
に
對
す
る
設
備
及
び
炭
一 

坑
業
邀
輸
等
ゆ
.廣
業
の
t

理
等
、
各
種
敎
育
發
明
研
究 

の
'
獎S

灰
：び
造
林
製
糖
事
業
等
、
大
規
模
の
保
險
®

金
‘ 

銀̂

及
：か
.住
宅
の
給
配
：食

衣

め

日

常

品

供

給

：取

歸

等

、
. 

賃

報

の

決

定.及
び
物.
價
.
賃
科
：の
公
，定

等

に

至

れ

I

 

『

嬰
す
る
に
政
府
は
今
や
耍
ま
せ
ら
れ
ね
る
時
に
於 

て
單
.に
V

.大
規
模
に
粮
事
行
動
を
爲
す
の
み
な
ら
す
更
じ 

等
-

^
 

大
規
：横
.な
る
难
.
和
：事
業
の.支

配
管

理

を.も
潔
'

:

は
，

S

る

，
る

に

ま

れ

-=
>

。.

而

し

て

ル

て

の
S

き

職

典
 

に
此
等
新
し

&

職
分
は
徒
ら

k

わ
救

 

>

;

ク
ノ
ス
ト
'
ミ
シ 

タ

タ
I

に
.

於

け

るV
L

O
r

&
:

及
.

び

C
o

m
m

b
n

s

並

に

ホ

ッ 

.

ィ
トW

 

!

ボ
じ
.於

け

る

貴

任

内

閣

よ

I

レ

な
’
*

僖

式
0

政 

、
治

機®

の
土
累
積
せ
ら

.

る
る
に
：至
れ
シ
。』 (

七
四
貢

)

 

.:

然
れ
共
事
路
の
勝
多
が
獨
ゲ
政
治
組
織
不
完
全
の

®

 

,

m

じ
非
す

0 

’

タ

エ

プ

ズ

は

，此

等

職

能

が

無

知

れ

も

全

部 

‘
 

J
.

括
せ
ら
れ
て

 

個
の
政
治
機
購
の
上
に
委
ね
ら
れ
た 

:

る
に
反
對
す
る
も
の
な

.

り
？

保
護
'
等

に

闇

す

，る
貴
任
.
R

-對

しV
.

も
1

-個
に
レ
て
而
も 

.

同
.

1
/

な

る

社

會

的

機

關

を

刺

用

す

；る

も

の
な
々
。
此
，等 

つ
費
，任
の
ニ
 

S

,

は
何
れ
も
：等
し
く
國
家
的
權
威
の
義
務
た 

:る
：可
ム
ミ
雖
も
を
は

.
是
等
が
等
し
く
王
室
の
W

會
的
勢 

:
:

力
，、.
.司

法

廳

の

認

可

、
，，軍

事

權

ヵ

の

絕

働

權

威

と

相

伴 

.
ふ
必
：要
あ
，る
，
を
意
味
ず
る
も
め
に
非
す
：、
侵
害
に
對
す 

る
：防
偏.秩
序
の
：維
持
に
國
し
て
凡
.て
の
國
家
桃
力
を
掌 

，握
せ
る
國
家
權
威
は
必
然
じ
極
.度
に
規
傳
せ
ら
れ
た
る

:
r

 

: 

' 

:
: 

J
 

j

 

,

赠
層
的
形
體
を
ご
る
ご
共
た
.

®

々
の
國
民
T

對
す
る
を 

『

性
：貧
.
を
異
R

せ
る
，職
分
が
無
盧
じ
も
政
治
機
，開

\

の
®

上

權
を
極
端
に
蓮
用
し
更
に
そ
が
單
じ
命
分
な
.；る 

へ
の上

k

維
積
せ
ら

れ

た

，る
は

®

に
立
：法
者.の
惑
瓶
の
原\  

-の
放
に
命
令
に
對
し
て
抗
辯
す
ベ
か
ら
ざ
る
屈
服
を
强 

.

因
た
る
の
み
な
ら
す
又
'
機
關
.
其
の
：^

の
が
盤
：々

無

能

に

\

ひ
ん
f

る
傾
t

o

斯
の
如
き
は
勿
論
軍M

警
察
の 

な
.
る
の
原
因
を
な
す
も
の
な
ら
。
現
在
に
於
て
吾
人
はI

 

.範1
1

に
於
け
る
效
力
に
は
必
要
な
る
'可
き
も
従
て
明
か 

:

國
版
治
安
及
び
司
法
の
第
.

i

的
，f

に

ぞ

て

：も
、
：

に
紘
會
的
產
業
的
事
務
に
：於
け
る
最
高
の
成
功
成
は
又 

公
典
動
勞
又
は
國
有
章
業
等
：の
各
々
異
な
卞
な
る
管
理
.

將
ホ
の
科
學
的
激
想
"
ギ
に
細
-

^

て

は

，.
一

致

せ

ざ

る

も

の 

H

對
レ
て
も
、：，
將
又
將
來
に
就
て
の
考
量
，パ

會

の

欲

，：

.̂
hyo 
.權
カV

J

し
て
の
社
會
と
社
.
會
的
.
撒
.業
的
經
營
ご 

す
る
特
殊
の
文
明
の
發
逵
，化
か
來
る
可
き
時
代
の
利
#

 

:し
て
の
社
會
と
が
、
,1

個
の
而
し
て
同！

な
る
國
家
な

银
十
五
卷
.

(

七
四
九)

I

:

雜

：錄
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機
能
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ニ
大
分
岐
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第

叶

五

卷(

七
玉0

〕

離

キ

國

，家
機
能
の
ニ
大
分
吸
.

. 

第
1

ニ

」
」

,

1

=

:並
び
に
立
法
部
の
手
k

泥
同
す
る
事
よ
.

^

生

す

る

：
，
'
性

質

を

他

の

公

共

動

務

S

導
す
る
の
望
ま
し
か
ら
ざ 

最
も
顯
著
な
る
危
臉
は
鐵
道
動
狹
又
は
炭
坑
業
等
そ
の：

る
事
な
b

。
，
：
：
.

他
方
：に

於

て
か
最
大
の
效

t

€
-
^
び 

本
®

よ
-C.

し

て

國

家

的

な
4

業
に
.於

て

大
な

る

i

.
に

充
分

な

る

個

人

的
S

I

め
に
又
デ
ク
ラ
シ

ィ 

爭
S

起
i

は
起
ら
ん

f

る
場
合
に
常
に
感
せ
ら
a

f

よ
つ
て
、
吾
人
が
今
S

知
し
ゥ
/

あ
る
"

*

 

る
：、
所
？

。：「

生
|

」
の
|

|

料
し
て
i

 j  
;

|

2

務
に
於
て
要
求
せ
ら
る
i

l

s

又
i

 

者」

の
利
®

保
®
の
下
に
社
會
の
全
組
織
的
權
力
を
.
使

I

譲
批
判
の
態
度
を
陸
海
軍
及
ぼ
す
事
は
き
效
？

用
す
ふ
の
恐
嚇
は
®

し
そ
が
賞
険
に
行
は>

0
:
.
^

に
ま
ら
：

ぱ
容
易
に
國
家
を
內
亂
の
.
際
に
致
す
可
き
懼
あ
る
.
じi

T

に
，大

部

分

の

國

民

に

ょ

ウ

て

不

法

，ご
認
め
ら
：る
可
し
。

』

(

七
五
-
!

七

七
頁)

權
カ
機
.開
ビ
し
て
0

»
家
0

發
動
は

生
命
W

産
に
對
す
る
.
攻
撃
を
防
止
す
る
.
以
外
k

あ
：ね.
て
’：

は

加

何

な.る

爭

賺

に

於

て
i

許
さ
-ぶ
，
可'き

； .

の

，
に
；菲‘

ず
‘

…

，'然
れ
共
：
B

家
を
革
命
內
亂
の
淵
に
.

致
す
可
，̂
極
端
.

な
る
，
臉
は
之
を
，除
さ
て
等
ふ
る
も
か
く
の
如
§
 §

家
.

職

熊

の

混

同

は

尙

ほ

，他

の

弊

害

，

V

伴
ふ
可
し
：：
i

『

佩

1

行
政
組
織
が11

種
の
攻
府
職
能
を
恃
ふ
ょ
&
 

生
ず
，る
遍
在
断
弊
害
は
軍

事

，
機
力

に

必‘银

な

る®
庫

的

‘：

「

行

孜

法」
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e

 

;
L
a
w

の
發
達
を
來
す
可
ぐ 

b
u

r
e

a
u

c
r

a
c

y

は
之
れ
に
，ょ
つ
て
自
か
ら
を
保
護
し
他 

の
涉
を
支
ゆ
る
も
の
な
々
。

』
(

同
七
七
I

七
八
貫

)

斯
の
如
き
は
同
時
に
談
員
の
勢
力
を
無
能
な
ら
し
む 

る
も
の
に
し
て
そ
は
彼
等
の
缺
點
に
非
：や
じ
て

f

異
の
’
 

事
贊
如
何
に
才
能
あ
な
如
何
に
誠
實
な
る
譲
鼻
あ
ら 

W

も

彼

が

同

時

に

斯

の

如

き

無

数

の

且

與

間
.
 

題
'

屋
る
の
不
可
能
な
る
點
に
あ
ら
。1

(

間
七
八
.
 

H

)

等
し
く
又
は
S

擧
を
し
て
、

:

徊

々

異

な

らft 

る
意
志
を
代
ま
す
可
き
代
栽
者
を
，選

W

す

る

を

妨C
る 

も
の
セ
る
，に
、
國
民
の
代

表

せ

ら

る

可

き

も

の

は

單

腕 

な
る「

I

般

的
意
志
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G
e
n
e
r
a
l

 

W
i

l
l

非

す
し
て
寶
に 

個
人
が
社
會
に
營
む
地
位
じ
就
て
求
め
ら
れ
た
ぇ
意
志 

の
代
表
た
ら
ざ
る
可
ル
ら
ず
。(

七
九
頁
？
及
び

1
0

1
1

 

S
照

：
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『

求
め
ら
る
、
所
の
も
の
が
消
費
者
の
覓
地
に
於
け 

る「
r

殷
の
意
志」

の
發
表
に
，あ
る
時
は
之
れ
に
對
し
て

レ1

致
せ

h

る
所
な
る
可
し
。
更
に
斯
の
如
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5^

職
能
勸
務 

7

の
種
類
の
異
な
れ
る
が
同

j

行
政
機
駒
め
手
に
混
同
せ 

ら
ポ
る

.

^

對
す
る
精
細
な
る
反
對
は
之
れ
に
ょ
つ
て
國 

民
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自
由
の
上
に
必
す
侵

#

の

生

や

可

さ

點

な
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1

ヲ

S
i

g

勢

は

，各

役

員

の

適

宜

の

決

定

を

蔽

ふ

i
s
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至 

か

不

法

な

る.

決

定

.
に

對

し

て

司

法

の

‘
®

k

訴

\

ん
ビ
ち 

る
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國

民

：
の

.

權
利
は

.
R

O
;

^
a

l

 

P
r

e
r

o
g

a
t

l
y

e

の
任
意
の
廣 

張
k

.

依
て
易

i々

;

侵
害

.

せ
ら
る
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ベ’
し

、
政
庶
職
務

 

'の
曾 

大
直
接

k

政

治

動

務

從

ふ
人

員
.

の
夥
し
§

糟
加
は
：、. 

若

：む

凡

.て

の

公

共

的

勤

務

が

I

の

而

し

て

同

じ

階

層

：的 

行

政

紙

織‘に
i
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P

て

管

理.

せ

，を

，
る

：
る

k

於
t

は

：必

然

i.；!：

ソ

-シ
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i
i
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一-j
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^

v

生
廣
者
の
見
地
ょ
b
他

問
S

じ
就
て
，
等
し
く

''

:

要

求

せ

ら

れ

力

る

「
；！

般
の
意
キ
^

」
の
表
示
に
關
係
な 

<

>
 

:

別
個§

方
向
を
必
要
と
す
可
く
"

又
問
題
が
國
民
，
 

の
見
地
に
於
け
る「

，一
一
般
の
意
志」

の
職
表
を
要
求
す
.
 

.

る
場
合
に
於
て
は
"

前
雨
者
は
兹
に
必
要
S

せ
ら
る
>
 

方
向
.

別
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
す
。
吾
人
が
後
に
示 

.

す
が
.
如

く

、
國
民
の
全
®

は

1
1

個

，の
ホ
向
を
有
せ
ざ
る 

可
か
ら
す
、

の一

は
之
に
依
：て
彼
等
がS

家
個
人
の 

,

，ま
®

に
對
す
る
保
讓
、
個
人
的
自
ゆ
の
細
.待
に
關
す
る 

.

諧
問
®

に
於
て
彼
等
の
意
志
を
現
は
.
す
を
得
ベ
く
？
他 

は
た
れ
に
，.依
て
彼
等
は
‘
彼
等
に
：向
.
て
，
更
R

華
麗
E

ク 

.

充
足
せ
る
文
明
を
術
へ
ん
が
爲
め
家
的
資
源
の
利
：
 

用
に
對
す
る
創
造
的
瓶
動
を
働
か
し
得
可
&

な
ら
。』 
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前
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プ
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國
民
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關
與
あ
る
國
家
的
職
分
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岐

留

意

し

て

國

家

機

關

の

改

造

を
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は

ん

せ
 

す
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即
此
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職
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同
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け
ん
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爲
め
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な
b
 
'
 

た
る
ニ
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糧
の
國
家
機
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立
し
以
て
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制
せ
：；ん
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す
る
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の
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